
発行昭和45年8月1日
発行所　世田谷区世田谷四丁目21－27
　　　　世田谷区議会事務局（422）0

　　　　郵便番号　154
発行人　事務局長　大場啓二

譲
，世田谷

特
別
暦
h
治
権
強
化
は
区
民
の
手
で

自
治
権
拡
充
運
動
の
課
題

　
特
別
区
は
、
大
阪
や
名
古
屋
の
区
と
は
違
っ
て
、

東
京
都
の
出
先
機
関
で
は
な
く
、
独
立
の
自
治
体

で
あ
る
。
し
か
し
、
特
別
区
の
権
限
は
い
ち
じ
る

し
く
制
限
さ
れ
、
仕
事
の
で
き
る
範
囲
は
狭
い
。

し
た
が
っ
て
、
特
別
区
は
住
民
に
と
っ
て
身
近
な

自
治
体
で
あ
り
な
が
ら
、
実
際
に
は
身
近
な
自
治

体
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
果
た
せ
な
い
状
態
に

あ
る
。
そ
う
し
た
状
態
の
も
と
で
、
と
く
に
区
長

を
住
民
が
直
接
選
挙
で
き
な
い
こ
と
が
、
住
民
の

区
政
に
対
す
る
関
心
を
低
下
さ
せ
、
逆
に
住
民
の

都
政
や
都
知
事
に
対
す
る
期
待
を
不
当
に
大
き
く

し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

高
木
鉦
作

　
た
し
か
に
、
深
刻
な
東
京
の
都
市
問
題
に
対
処

し
、
住
民
の
た
め
の
施
策
を
進
め
る
う
え
で
、
都

の
果
た
す
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
し
か
し
、

そ
の
こ
と
は
、
現
在
の
よ
う
に
特
別
区
が
自
主
的

に
各
種
の
仕
事
を
処
理
す
る
こ
と
を
制
約
す
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
特
別
区
の
自
治
権

を
強
化
し
、
そ
の
自
主
的
な
行
動
を
認
め
る
こ
と

が
、
当
面
す
る
事
態
の
打
開
に
役
立
つ
こ
と
に
な

る
と
い
え
る
。

　
と
い
う
の
は
、
ま
ず
第
一
に
、
こ
の
膨
大
で
多

様
化
し
て
い
る
大
都
市
行
政
を
、
都
だ
け
で
処
理

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
、
特
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別
区
の
処
理
が
必
要
と
な
る
。
と
す
れ
ば
、
む
し

ろ
都
と
特
別
区
の
事
務
を
適
切
に
区
分
し
、
双
方

が
自
主
的
に
処
理
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
よ

い
。
ま
た
、
都
の
計
画
や
施
策
は
と
か
く
画
一
的

で
平
均
的
な
も
の
に
な
り
や
す
い
。
そ
こ
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
や
住
民
の
意
向
を
積
、
極
的

に
都
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
特
別
区
の
役
割

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
要
す
る
に
、
都
政
の
果

た
す
役
割
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
逆
に
特

別
区
の
自
治
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
第
二
は
、
都
も
自
治
体
で
あ
る
が
、
都
議
会
議

員
選
挙
の
得
票
数
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
都
段
階
に
は
多
様
な
住
民
の
意

向
が
十
分
に
反
映
で
き
に
く
い
。
こ
の
点
を
補
充

す
る
と
と
も
に
、
特
別
区
を
通
じ
て
都
内
各
地
域

の
住
民
の
意
向
を
都
政
に
統
合
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
第
三
は
、
現
在
の
よ
う
な
都
と
特
別
区
の
権
限
・

機
能
の
分
担
は
、
住
民
に
対
す
る
責
任
の
所
在
を

あ
い
ま
い
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
都
と
特
別
区

の
分
担
を
明
確
に
し
、
都
区
双
方
の
住
民
に
対
す

る
責
任
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
特
別
区
の
自
治
権
強
化
は
、
現

在
の
都
と
特
別
区
を
通
ず
る
行
政
の
体
質
を
変
革

し
、
住
民
の
手
で
当
面
す
る
事
態
を
打
開
し
て
い

く
行
政
の
環
境
を
形
成
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

区
長
公
選
の
実
現
が
自
治
権
拡
充
運
動
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
区
民
の
関
心
を

区
政
に
ひ
き
よ
せ
、
区
政
の
民
主
的
運
営
に
不
可

欠
の
条
件
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
特
別
区
の
自
治
権
を
拡
充
す
る
に
は
、
法
律
の

改
正
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
改
正
が
簡
単
で
な
い

こ
と
は
、
い
ま
ま
で
の
区
議
会
に
よ
る
運
動
の
経

験
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
区
当
局

の
運
動
と
並
ん
で
、
そ
の
実
現
に
は
区
民
の
支
持

と
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
五
月
に
、
都
の
長
谷
部

委
員
会
（
囎
麟
渤
懸
を
魏
辮
螂
麹
離
彫
謝
羅
蘇
鯵
が
区
長

公
選
の
実
現
を
中
心
と
し
た
特
別
区
の
自
治
権
・

自
主
性
を
強
化
す
る
た
め
の
助
言
を
都
知
事
に
提

出
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
特
別
区
の
当
局
者
も
住

民
も
と
も
に
、
特
別
区
の
自
治
の
問
題
を
、
も
う

一
度
考
え
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
（
た
か
ぎ
・
し
ょ
う
さ
く
／
國
學
院
大
学
教
授
／

行
政
学
／
東
京
都
行
財
政
臨
時
調
査
会
調
査
員
Y

1

い
ろ
い
ろ
な
制
約
の
な
か
で
、
区
当
局
が
創
意
を

こ
ら
し
た
施
策
や
施
設
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
だ
が
、

都
市
問
題
は
次
々
と
新
た
な
行
政
需
要
を
誘
発
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
を
一
つ
［
つ
打
開
す
る
意
欲
と

権
限
委
譲
要
求
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
二
そ
、
自
治

権
拡
充
運
動
の
成
果
が
上
が
ろ
う
。

写
真
目
大
蔵
町
に
あ
る
区
立
総
合
運
動
場
プ
ー
ル



8月1日世田谷区議会だより

●
区
税
条
例
の
一
部
改
正
（
贋
職
畑
．
社
、
公
、
民
、
無
）

　
お
も
な
改
正
点
①
非
課
税
対
象
者
の
限
度

額
を
年
収
三
十
万
円
か
ら
三
十
二
万
円
に
ア

ッ
プ
②
前
年
中
の
所
得
が
、
基
礎
・
配
偶
者
・

扶
養
各
控
除
の
合
算
に
達
し
な
い
者
は
申
告

の
必
要
が
な
く
な
る
③
延
滞
金
利
子
の
表
示

を
日
歩
建
て
か
ら
年
利
建
て
に
。

●
専
決
処
分
の
承
認
（
賛
成
全
貝
）

　
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
費
に
あ
て
る

区
債
の
利
率
改
｛
、
鴨

O
糠
錯
懲
r
熱
魏
碍
．
騨

第
二
回
臨
時
会
は
5
月
2
1
日
か
ら
2
3
日
ま

で
、
会
期
三
日
問
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
区
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
砧
支
所

庁
舎
・
会
館
、
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
区

立
小
中
学
校
校
舎
増
改
築
な
ど
工
事
請
負
契

約
十
七
件
で
、
2
3
日
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
2
3
日
に
は
、
正
・
副
議
長
、
議
員
選

出
監
査
委
員
、
特
別
委
員
会
委
員
の
改
選
と
、

22

日
で
任
期
が
切
れ
た
常
任
委
員
会
委
員
の

選
任
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
常
任
委

は
委
員
会
条
例
を
改
正
し
て
区
民
委
と
厚
生

委
を
統
合
し
、
特
別
委
も
交
通
対
策
委
が
交

通
．
公
害
対
策
委
と
変
わ
り
ま
し
た
（
蟻
獄
）
。

●
砧
支
所
庁
舎
・
会
館
新
築
工
事
、
付
帯
工

　
事
請
負
契
約
　
四
件
鉾
成
舎
呂

（
建
設
地
）
成
城
六
丁
目
二
番
］
号

（
建
物
の
概
要
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地

　
上
四
階
地
下
三
階
延
べ
七
九
四
七
平
方
駐

（
収
容
施
設
）
庁
舎
r
砧
支
所
　
砧
福
祉
事

　
務
所
第
六
土
木
出
張
所

　
会
館
ー
ホ
ー
ル
（
四
八
○
席
）
結
婚
式
場

　
会
議
室
　
集
会
室

O
本
体
工
事
　
四
億
一
二
〇
〇
万
円
　
清
水

建
設

O
電
気
設
備
工
事
九
二
三
五
万
円
弘
電
祉

○
給
排
水
衛
生
設
備
工
事
　
四
六
二
〇
万
円

協
和
建
興

○
空
気
調
和
換
気
設
備
工
事
　
一
億
二
二
〇

　
〇
万
円
　
東
洋
熱
工
業

完
成
予
定
は
妬
年
8
月
末
。

●
区
立
第
一
学
校
給
食
共
同
調
理
場
新
築
工

　
事
請
負
契
約
（
照
鍼
掴
、
血
、
異
渉

（
建
設
地
）
玉
川
用
賀
町
二
丁
目
二
六
〇
番

（
建
物
の
概
要
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三

　
棟
延
べ
一
七
六
五
平
方
屑
。

（
調
理
能
力
）
　
↓
万
食
　
対
象
は
玉
川
・
砧

　
地
区
十
四
中
学
校

工
費
七
八
八
五
万
円
　
飛
島
建
設
　
4
6
年
1

月
末
完
成
予
｛
馬

意
見
－
反
対
　
子
ど
も
の
好
み
や
作
業
員
の

労
働
条
件
を
無
視
し
て
合
理
化
を
進
め
る
姿

勢
に
は
反
対
。
入
札
経
過
に
は
疑
問
が
あ
る

し
、
排
水
処
理
で
公
害
の
発
生
も
予
測
さ
れ

る
。●

区
立
世
田
谷
公
園
改
修
工
事
請
負
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
全
9

　
改
修
計
画
第
一
期
工
事
の
一
部
で
、
プ
ー

ル
の
築
造
、
公
園
事
務
所
の
建
設
。

工
費
七
五
一
八
万
円
　
岡
崎
工
業
　
4
5
年
1
1

月
末
完
成
予
定
．

●
小
中
学
校
校
舎
増
改
築
工
事
請
負
契
約

　
九
件
（
賛
成
全
員
）

　
ヒ1
沢
小
六
二
三
四
万
円

経
堂
小
五
二
七
七
万
円

三
軒
茶
屋
小
三
七
六
〇
万
円

二
子
玉
川
小
四
四
三
二
万
円

尾
山
台
小
　
四
七
五
五
万
円

門
脇
建
設

林
工
業

田
中
建
設

横
山
建
設

小
原
建
設

曼

心
身
障
害
者
休
養
ホ
ー
ム
条
例
可
決

一
般
質
間
は
公
害
対
策
に
論
議
集
中

　
第
二
回
定
例
会
は
6
月
2
2
日
か
ら
2
9
日
ま

で
、
会
期
八
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
案
件
は
、
心
身
障
害
者
休
養
ホ
ー
ム
条
例

の
制
定
と
条
例
改
正
十
八
件
、
財
産
取
得
一

件
、
区
道
認
定
十
三
件
で
、
住
居
表
示
実
施

に
よ
る
条
例
改
正
七
件
は
2
2
日
に
、
他
は
2
9

日
に
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
2
9
日
に
は
、
辞
任
し
た
代
表
監
査

委
員
の
後
任
の
選
任
に
同
意
し
、
や
は
り
辞

任
し
た
農
業
委
員
会
選
任
委
員
の
後
任
も
選

ぴ
ま
し
た
。

　
な
お
、
2
2
・
2
3
の
両
日
、
十
五
人
の
各
党

代
表
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、

交
通
公
害
対
策
に
論
議
が
集
中
し
た
点
が
目

を
ひ
き
ま
し
た
。

●
心
身
障
害
者
休
養
ホ
ー
ム
条
例
喬
成
全
塁

　
本
年
9
月
ご
ろ
開
所
が
予
定
さ
れ
て
い
る

区
立
心
身
障
害
者
休
養
ホ
ー
ム
「
ひ
ま
わ
り

荘
」
の
管
理
運
営
条
例
。
宿
泊
料
　
心
障
者

と
介
護
人
一
人
ま
で
無
料
、
そ
の
他
の
付
添

い
］
泊
二
百
円
、
日
帰
り
は
無
料
。
場
所

上
用
賀
五
丁
目
二
十
四
番
十
八
号
。

●
児
童
遊
園
用
地
の
受
入
れ
震
盛
責
『

　
仮
称
若
林
四
丁
目
児
童
遊
園
用
地
　
若
林

四
丁
目
三
二
七
番
二
（
三
七
〇
平
方
規
）
東

京
都
よ
り
無
償
。
な
お
こ
れ
は
向
う
二
十
年

　
　
　
　
）

　
　
》

間
の
用
途
を
児
童
遊
圃
に
限
っ
た
負
担
付
贈

与
。●

収
入
証
紙
条
例
の
改
正
養
成
全
塁

　
窓
口
に
お
け
る
手
数
料
の
収
納
を
、
従
来

の
収
入
証
紙
か
ら
レ
ジ
ス
タ
ー
に
変
え
る
。

●
水
防
・
応
急
業
務
従
事
者
損
害
補
償
条
例

　
の
改
正
費
成
全
塁

　
消
防
団
員
等
の
損
害
補
償
基
準
を
定
め
た

政
令
改
正
に
基
づ
き
、
補
償
基
礎
額
を
引
き

上
げ
る
。

●
国
保
条
例
の
改
正
寳
成
全
員
）

　
①
保
険
料
（
所
得
割
）
算
定
方
法
の
明
確

化
②
延
滞
金
利
率
表
示
を
年
利
建
て
と
す
る

③
減
額
特
例
対
象
者
の
明
確
化
。

●
住
居
表
示
実
施
に
伴
う
条
例
改
正
　
七
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
賛
成
全
員
）

　
砧
地
区
の
住
居
表
示
に
よ
り
、
つ
ぎ
に
あ

げ
る
施
設
の
位
置
表
示
や
所
管
区
域
が
変
わ

る
。

　
鳥
山
公
園
、
烏
山
北
・
祖
師
谷
第
二
各
児

　
童
遊
園
、
烏
山
小
、
烏
山
北
小
、
給
田
小
、

　
鳥
山
中
、
給
田
幼
稚
園
、
鳥
山
敬
老
会
館
、

　
烏
山
北
保
育
園
、
砧
第
一
出
張
所
、
同
第

　
三
出
張
所
、
砧
福
祉
地
区
。

　
利
率
の
表
示
方
法
を
変
吏
す
る
条
例
改
正

　
八
件
喬
成
全
塁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贈

　
九
品
仏
小
　
三
七
六
七
万
円
　
門
脇
建
設

　
船
橋
小
三
二
七
四
万
円
小
野
建
設

　
給
田
小
　
三
二
七
五
万
円
　
榎
本
建
設

　
若
林
中
三
〇
九
〇
万
円
東
波
建
設

始
年
1
～
3
月
完
成
予
｛
馬

●
小
学
校
体
育
館
（
教
室
併
設
）
新
築
工
事

　
請
負
契
約
　
二
件
葵
成
全
員
）

　
駒
沢
小
四
九
四
八
万
円
協
栄
組

　
山
崎
小
三
九
九
六
万
円
遠
藤
建
設

い
ず
れ
も
4
6
年
1
月
末
完
成
予
｛
馬

●
議
長
、
副
議
長
辞
任
に
伴
う
選
挙

当
選
　
議
　
長
　
石
　
塚
　
玄
（
自
民
）

　
　
　
副
議
長
　
藤
島
ナ
ツ
子
（
自
民
）

　
監
査
委
員
辞
任
に
伴
う
選
任
同
意

　
梶
山
正
二
（
自
民
）
　
相
沢
　
要
（
社
会
）

●
区
議
会
委
員
会
条
例
改
正
（
賛
成
全
貝
）

　
区
民
、
厚
生
両
常
任
委
を
統
合
、
区
民
厚

生
常
任
委
と
す
る
。

　
利
率
等
の
表
示
の
年
利
建
て
移
行
に
関
す

る
法
律
施
行
に
よ
り
、
貸
付
金
、
使
用
料
等

の
延
滞
金
利
率
を
年
利
表
示
に
統
一
す
る
。

●
監
査
委
員
（
知
識
経
験
者
）
辞
任
に
伴
う

　
選
任
同
意

　
西
谷
秀
雄
　
五
十
八
歳
　
鵬
舳
樹
匠
粗
ん
一
二

●
農
業
委
員
会
（
選
任
）
委
員
辞
任
に
伴
う

　
推
薦

　
森
田
キ
ミ
（
社
会
）

●
新
た
に
認
定
し
た
区
道
費
成
全
塁

所　　在　　地 延長〔m）

世田谷3丁目1037～1〔）39 145．50

豪徳寺1丁目2007～2（〉09 79．30

桜k水3丁目363～365 99．OO

桜上水2丁目624～645 176．60

桜上水2丁同655内 54．00

岡本3丁目330～335 46．90

烏山町1602 149．20

烏山町2138～2エ40 47．00
烏Ll』町1897～1902 129．80

烏山町1878～1884 ll1．00

成城1丁目118内 219．70

砧3丁目186内 107．70

計 136570

●
廃
止
し
た
区
道
震
成
全
貝
）

　
玉
川
瀬
田
町
二
七
ー
三
三
番
地
ま
で
。

長
一
三
七
・
九
六
肩
。

延

　
　
区
議
会
会
派
の
異
動

　
5
月
n
日
づ
け
で
「
民
社
ク
ラ
ブ
」
が
結
成

（
民
社
党
区
議
団
・
清
和
会
が
合
流
）
さ
れ
、

会
派
構
成
は
つ
ぎ
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

自由民主党 28

社　会　党 10

公　明　党 5

共　産　党 4

民社クラブ 4

無　所　属 1

計 52

（欠員3）
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8月1日世田谷区議会だより

代表質闇Q
⑨
　
　
　
　
（
6
晶
日
）

　
　
下
水
道
布
設
促
進
策
を
提
案
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
由
民
主
党

質
問
　
本
区
の
下
水
道
普
及
率
は
わ
ず
か
○
・

三
％
に
す
ぎ
ず
、
区
民
の
待
望
す
る
下
水
道

完
備
は
遅
れ
る
一
方
だ
。
下
水
道
事
業
は
、

国
が
四
割
都
が
六
割
負
担
で
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
と
し
三
鷹
市
で
は
、

受
益
者
負
担
方
式
で
み
ご
と
普
及
率
六
四
％

に
ア
ッ
プ
さ
せ
た
。
そ
こ
で
、
当
区
も
国
や

都
ま
か
せ
で
な
く
、
下
水
道
布
設
特
設
機
関

と
し
て
開
発
公
社
を
設
け
、
立
替
え
財
源
を

つ
く
り
、
工
事
着
手
に
踏
み
切
る
べ
き
だ
。

区
長
　
特
設
機
関
の
設
置
は
、
構
成
メ
ン
バ

ー
や
財
源
の
実
際
面
で
の
運
用
方
法
な
ど
、

困
難
な
課
題
が
あ
る
が
、
都
区
一
体
性
の
立

場
か
ら
だ
け
で
な
く
、
十
分
調
査
研
究
し
て
、

積
極
的
に
取
り
組
む
。
当
面
は
、
環
境
整
備

事
業
に
お
け
る
溝
渠
の
ふ
た
か
け
工
事
を
下

水
道
の
計
画
幹
線
に
あ
わ
せ
、
工
事
費
の
重

複
を
さ
け
、
下
水
道
工
事
に
結
び
つ
け
る
。

．
圃
審
議
会
・
付
属
機
関
の
民
主
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
党

質
問
　
各
種
審
議
会
・
付
属
機
関
の
運
営
は

マ
ン
ネ
リ
化
し
、
委
員
の
顔
ぶ
れ
も
住
民
の

自
治
意
識
、
社
会
構
造
の
変
化
に
対
応
し
て

い
な
い
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
て
き
た

答
申
で
あ
る
か
ら
、
区
側
も
こ
れ
を
尊
重
す

る
姿
勢
が
き
わ
め
て
弱
く
、
区
政
に
お
け
る

こ
れ
ら
の
機
関
の
存
在
は
、
形
式
化
し
、
か

く
れ
み
の
的
感
が
あ
る
。
機
関
の
刷
新
・
改

編
と
民
主
的
運
営
を
望
む
。

区
長
　
再
検
討
の
時
期
に
き
て
い
る
。
し
か

し
、
何
ご
と
も
人
材
を
得
な
け
れ
ば
、
組
織

な
リ
ル
ー
ル
を
改
善
し
て
も
真
の
目
的
達
成

は
で
き
な
い
。

質
問
　
公
害
は
、
区
民
の
生
命
に
か
か
わ
る

大
問
題
だ
。
区
の
行
政
担
当
者
は
、
八
十
万

区
民
の
代
表
と
し
て
の
責
任
が
あ
る
。
対
策

に
は
、
意
気
ご
み
を
。

区
長
　
国
・
都
と
協
調
し
て
、
十
分
検
討
す

る
。
ま
た
健
康
診
断
な
ど
、
区
と
し
て
可
能

な
か
ぎ
り
実
施
し
て
い
る
。

＆
公
虫
ロ
対
策
に
あ
妻
方
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明
党

質
問
　
区
民
を
公
害
か
ら
守
る
た
め
、
区
と

し
て
大
気
汚
染
調
査
、
中
小
河
川
の
浄
化
・

水
害
対
策
、
宜
庁
・
民
問
公
害
防
止
連
絡
協

議
会
の
制
度
化
、
公
害
課
の
機
能
拡
充
強
化
、

公
害
防
止
資
金
貸
付
金
の
制
度
化
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
手
を
つ
く
し
対
策
に
あ
た
れ
。
ま
た
、

自
動
車
公
害
に
よ
る
］
酸
化
炭
素
・
酸
化
鉛

公
害
の
と
く
に
ひ
ど
い
地
区
は
、
早
急
に
健

康
診
断
の
実
施
を
。

区
長
　
公
害
対
策
は
、
国
・
都
と
三
者
が
協

調
し
取
り
組
む
べ
き
大
き
な
問
題
だ
。
区
と

　
し
て
も
で
き
る
だ
け
の
具
体
策
に
取
リ
組
む
。

質
問
　
区
民
と
の
接
点
で
あ
る
役
所
窓
口
の

不
評
を
な
く
せ
。

　
区
長
　
窓
口
は
、
最
近
よ
く
な
っ
て
い
る
が
、

　
さ
ら
に
、
職
買
の
資
質
向
上
に
つ
と
め
る
。

質
問
　
補
助
一
二
五
号
線
の
影
響
を
受
け
る

喜
多
見
町
住
民
は
、
地
元
商
店
街
が
分
断
さ

　
れ
る
な
ど
を
理
由
に
、
買
収
方
式
・
区
画
整

　
理
方
式
と
も
に
反
対
し
て
い
る
。
検
討
の
余

地
は
あ
る
か
．

助
役
　
従
来
の
区
画
整
理
を
、
一
部
手
直
し

す
る
な
ど
地
元
住
民
の
負
担
軽
減
を
は
か
る
。

聯
排
気
ガ
黍
雀
民
を
守
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
産
党

質
問
　
自
動
車
排
気
ガ
ス
公
害
は
、
深
刻
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
傍
観
し
て
い
な

　
い
で
、
政
府
と
企
業
に
対
し
加
鉛
ガ
ソ
リ
ン

　
の
製
造
と
誇
大
広
告
を
や
め
る
よ
う
法
的
規

制
を
含
め
て
実
施
す
る
よ
う
要
請
せ
よ
。

　
ま
た
、
区
が
い
っ
た
ん
取
り
付
け
た
有
毒

ガ
ス
除
去
装
麗
を
取
り
は
ず
し
た
の
は
問
題

だ
。
率
先
し
て
こ
の
普
及
に
つ
と
め
る
と
と

も
に
、
健
康
診
断
の
充
実
と
無
料
で
治
療
を
。

区
長
　
住
民
の
生
命
・
健
康
に
か
か
わ
る
問

題
、
で
き
う
る
限
り
最
優
先
で
考
え
、
国
・

都
と
も
協
力
し
対
策
に
あ
た
る
。
会
社
側
に

は
、
区
は
権
限
が
な
い
が
、
忠
告
は
し
た
い
。

質
問
　
区
の
総
合
計
画
は
、
自
動
車
中
心
、

大
資
本
本
位
だ
。
道
路
に
車
が
あ
ふ
れ
、
ビ

ル
街
に
は
排
気
ガ
ス
が
充
満
す
る
こ
と
は
必

至
。
計
画
の
基
本
点
は
、
公
害
の
な
い
、
区

民
の
住
み
よ
い
街
づ
く
り
で
は
な
い
の
か
。

住
民
参
加
の
中
で
組
み
直
す
意
思
は
あ
る
か
。

区
長
　
実
施
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
議
会
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
住
民
に
ア
ッ
ピ
ー
ル
し
、

理
解
と
協
力
を
得
る
。
基
本
的
に
は
、
区
民

の
豊
か
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
あ
る
。

轟
交
通
対
策
は
窓
・
一
本
化
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
民
社
ク
ラ
ブ
ー

質
問
　
区
の
交
通
事
故
対
策
は
、
警
察
・
土

木
部
・
教
育
委
員
会
な
ど
各
関
係
機
関
、
さ

ら
に
住
民
と
の
連
絡
協
調
が
不
十
分
で
あ
り
、

総
合
的
な
取
り
組
み
が
な
い
現
状
だ
。
交
通

安
全
対
策
会
議
を
設
置
し
、
区
内
の
全
危
険

地
域
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
り
、
重
点
的
に
安

全
施
設
の
設
置
を
は
か
る
な
ど
、
交
通
事
情

の
悪
化
に
効
率
的
に
対
処
す
べ
き
。
ま
た
、

学
童
の
交
通
標
識
の
統
一
、
通
園
路
も
あ
わ

せ
て
の
裏
通
り
対
策
、
地
下
鉄
完
成
ま
で
の

通
勤
難
解
消
な
ど
積
極
的
取
り
組
み
を
。

区
長
　
交
通
安
全
対
策
会
議
の
設
置
は
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
。
交
通
標
識
の
統
一
は
、

都
当
局
や
他
区
と
協
議
し
、
改
善
し
た
い
。

通
園
路
も
、
通
学
路
同
様
に
安
全
施
設
整
備

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
通
勤
難
解
消
策
は
、

総
合
計
画
答
申
案
が
出
さ
れ
れ
ば
、
解
決
の

糸
口
が
つ
か
め
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

㌘
般
質
闇（

6
月
23
日
）

質
問
　
種
痘
の
事
故
が
相
つ
い
で
い
る
が
、

当
区
で
も
種
痘
後
脳
炎
や
死
亡
事
故
が
発
生

し
た
ら
ど
う
対
処
す
る
の
か
。
法
的
に
責
任

な
し
と
せ
ず
、
国
・
都
に
対
し
て
も
積
極
的

に
働
き
か
け
を
。

区
民
部
長
　
保
健
所
・
医
師
会
と
連
絡
を
と

り
、
事
故
調
査
会
を
設
け
対
処
し
て
い
る
。

補
償
問
題
な
ど
国
・
都
に
働
き
か
け
る
。

質
問
　
生
業
資
金
貸
付
制
度
の
貸
付
額
を
増

額
し
、
貸
付
回
数
の
年
二
回
を
四
回
に
す
る

な
ど
、
実
情
に
そ
く
し
た
制
度
改
善
を
。

厚
生
部
長
　
本
年
四
月
に
貸
付
限
度
額
十
五

万
円
を
二
十
万
円
に
引
き
上
げ
た
。
貸
付
回

数
は
、
今
後
検
討
し
て
ゆ
く
。

質
問
　
情
報
化
社
会
に
お
い
て
の
住
民
は
、

区
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望
も
複
雑
多
様
化

の
傾
向
に
あ
る
。
区
は
、
広
報
物
の
一
方
的

発
行
に
と
ど
ま
ら
ず
、
区
民
と
じ
か
に
接
し
、

澗
い
あ
る
広
報
行
政
の
進
展
を
望
む
。

区
長
　
区
政
を
知
ら
せ
住
民
の
理
解
を
得
る

こ
と
は
、
行
政
上
最
も
重
要
だ
。
今
後
の
広

報
・
広
聴
活
動
に
活
用
す
る
た
め
、
広
報
車

を
発
注
し
て
い
る
。

質
問
　
保
母
の
増
貝
・
養
成
、
予
備
保
母
の

常
雇
な
ど
保
母
不
足
を
早
急
に
打
開
せ
よ
。

ま
た
、
お
母
さ
ん
保
母
の
子
ど
も
対
策
を
。

厚
生
部
長
　
区
の
保
母
定
数
か
ら
み
て
も
二

十
三
名
が
欠
員
。
人
手
不
足
の
お
り
、
区
と

し
て
も
苦
し
い
状
態
だ
。
ま
た
、
保
母
の
養

成
も
経
費
的
に
困
難
。
現
状
を
ふ
ま
え
て
、

今
後
十
分
努
力
す
る
。

質
問
　
区
内
の
保
育
所
絶
対
数
が
少
な
い
た

め
、
こ
と
し
入
園
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
は
、

九
百
人
も
い
る
。
保
育
園
増
設
に
重
点
を
。

厚
生
部
長
　
特
別
区
行
政
施
設
五
ヵ
年
計
画

に
お
け
る
保
育
園
の
執
行
率
は
、
新
設
九
〇

％
改
築
六
〇
％
で
、
ま
だ
不
足
の
現
状
。
五

ヵ
年
計
画
終
了
後
は
、
総
合
計
画
審
議
会
答

申
の
な
か
で
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
烏
山
小
あ
と
地
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
！
計
画
は
、
地
域
住
民
の
利
便
を
考
え

ず
机
上
プ
ラ
ン
と
し
て
、
住
民
に
一
方
的
に

押
し
つ
け
て
い
る
。
マ
ス
タ
！
プ
ラ
ン
作
成

に
あ
た
っ
て
は
、
企
業
本
位
で
な
く
住
民
参

加
で
計
画
を
練
る
の
が
本
筋
だ
。

企
画
調
整
課
長
　
鳥
山
小
あ
と
地
利
用
の
基

本
計
画
は
、
正
式
決
定
で
は
な
い
が
、
基
本

的
に
は
総
合
計
画
に
お
け
る
地
域
開
発
で
あ

り
、
資
本
本
位
と
は
考
え
て
い
な
い
。
地
元

住
民
と
の
連
絡
協
調
は
と
っ
て
い
る
。

質
問
　
弦
巻
・
京
西
小
学
校
は
、
給
食
物
資

の
搬
入
路
が
な
く
不
便
、
考
慮
を
。

教
育
長
　
校
舎
改
築
時
に
改
善
す
る
。

質
問
　
下
北
沢
地
域
の
過
密
状
態
は
、
災
害

が
起
き
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
、
地
下
街
区
を

造
る
な
ど
再
開
発
を
急
げ
。

助
役
　
ま
だ
基
本
計
画
の
段
階
で
具
体
化
は

し
て
い
な
い
が
、
実
情
に
そ
く
し
た
計
画
と

し
て
実
施
し
た
い
。

質
問
　
公
害
対
策
は
、
ま
ず
区
内
の
公
害
実

態
の
把
握
が
最
も
た
い
せ
つ
だ
。
公
害
課
の

質い区人
問有長貝

層
ビ
ル
進
出
・

ナ
ル
問
題
な
ど
地
元
住
民
、

く
だ
。

区
が
や
ら
な
く
て
も
、

い
り
込
み
造
り
上
げ
る
も
の
だ
。

区
が
な
す
べ
き
こ
と
は
今
後
予
想
さ
れ
る
人

口
増
の
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
で
あ
り
、
公

園
、
広
場
等
の
公
共
施
設
づ
く
り
に
あ
る
。

助
役
　
政
策
に
対
す
る
見
解
の
相
違
も
あ
る

が
、
区
が
や
る
こ
と
に
よ
り
、
大
資
本
の
極

端
な
商
業
政
策
に
も
あ
る
程
度
の
指
導
監
督

が
可
能
と
な
る
。
あ
と
地
利
用
は
、
区
の
全

体
的
立
場
か
ら
も
効
率
的
利
用
を
は
か
る
。

機
材
整
備
な
ど
充
実
を
。

公
害
の
実
態
調
査
に
全
力
を
注
い
で

課
の
充
実
は
逐
次
進
め
て
い
く
。

鳥
山
総
合
セ
ン
タ
ー
計
画
は
、
中
高

　
　
　
商
店
街
整
理
・
バ
ス
タ
ー
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
商
店
は
め
い
わ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
、

　
　
　
　
　
　
大
企
業
が
自
然
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
ろ
、

3
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特
別
委
員
会

耳
の
あ
ゆ
み

　
特
別
委
員
会
は
、
区
議
会
と
し
て
区
政
の

中
で
も
と
り
わ
け
大
き
な
問
題
、
住
民
の
要

望
を
解
決
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

各
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
か
か
え
て

努
力
し
て
き
ま
し
た
。
そ
二
で
、
昨
年
5
月

よ
り
『
年
問
の
「
交
通
対
策
」
　
「
特
別
区
制

一

調
査
」
「
上
下
水
道
促
進
」
「
庁
舎
建
設
」
の

各
特
別
委
員
会
の
活
動
の
あ
ら
ま
し
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

磯
悪
化
す
る
交
通
事
情
に
対
処

　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
対
策
特
別
委
員
会

　
四
十
四
年
度
の
交
通
安
全
施
設
整
備
に
は
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
i
二
十
五
本
、
夜
間
照
明
灯
十

基
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
一
万
八
千
麿
、
歩
道
新

設
五
ヵ
所
な
ど
、
総
額
八
〇
一
四
万
円
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
激
増
す
る
非
惨
な
交
通
事
故

は
裏
通
り
に
多
い
こ
と
か
ら
、
都
の
裏
通
り

作
戦
の
名
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
な
ど
安
全
施
設
整
備
に
力
点
が
置
か
れ

た
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
い
く
ら
防
御
策
を
講
じ
て
も
、

抜
本
的
に
表
通
り
の
交
通
渋
滞
を
解
消
し
な

け
れ
ば
、
裏
通
り
へ
の
自
動
車
侵
入
、
事
故

は
減
ら
な
い
こ
と
が
、
区
の
交
通
事
情
調
査

（
44

・
5
・
27
）
で
も
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

意
味
で
の
対
策
は
、
お
も
に
環
状
八
号
線
の

立
体
交
差
化
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
ま
し
た
。

京
王
・
小
田
急
両
電
鉄
に
働
き
か
け
た
結
果
、

京
王
線
は
4
5
年
1
0
月
、
小
田
急
線
菊
年
1
0
月

に
そ
れ
ぞ
れ
立
体
交
差
完
成
に
決
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
あ
と
、
瀬
田
交
差
点
の
立
体
化
促

進
の
し
ご
と
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
区
の
目
抜
き
通
り
と
も
言
え
る
玉
川
通
り

で
新
玉
川
線
地
下
鉄
工
事
と
首
都
高
速
道
路

三
号
線
工
事
が
連
日
、
夜
8
時
か
ら
朝
6
時

ま
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
動
車
の
渋
滞

に
よ
る
排
気
ガ
ス
、
工
事
騒
音
な
ど
公
害
の

規
制
を
、
実
態
調
査
を
も
と
に
東
急
、
公
団

に
要
望
し
ま
し
た
。

　
新
玉
川
線
建
設
に
関
し
て
は
、
前
委
員
会

も
指
摘
し
た
の
で
す
が
、
相
互
乗
り
入
れ
す

る
渋
谷
～
蠣
殻
町
間
の
高
速
地
下
鉄
11
号
線

の
事
業
計
画
が
決
定
し
な
い
こ
と
を
理
由
と

し
て
昭
和
4
8
年
開
通
を
遅
ら
せ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
東
急
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
駅
の
乗
降
者
口
の
増
設
、
三
軒
茶
屋
で

世
田
谷
線
と
の
地
下
連
絡
道
設
置
要
望
も
し

ま
し
た
。

　
交
通
対
策
は
、
交
通
安
全
施
設
整
備
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
排
気
ガ
ス
公
害
な
ど
に
問
題

点
が
移
行
す
る
す
う
勢
で
す
。
交
通
対
策
委

員
会
も
さ
る
5
月
、
交
通
・
公
害
委
員
会
に

衣
替
え
し
、
さ
ら
に
幅
広
く
活
動
を
続
け
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

票
井。』卜

菖
髭
鏡
縞
度

　
　
　
　
　
特
別
区
制
調
査
特
別
委
員
会

東
京
二
十
三
区
の
特
別
区
制
度
の
あ
り
方

に
関
し
、
国
や
都
・
区
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で

や
か
ま
し
く
論
議
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
区
の
現
状
で
は
、
砧
地
区
の
保
健
所
増
設

■
　　4
1．ことしの自治権拡充大会は，住民

の参加を広く呼びかけたのが特徴だ

った．議会独走のきらいがあった自

治権拡充運動も，市民運動的規模に

広がりつつあるということか（5月

19日渋谷区公会堂で）．

2，区内の下水道工事はまだ始まった

ばかり，出水や汚濁という河川公害

から一日も早く抜け出したいのだが，

全域普及は早くて8年先とは……一
（谷沢川幹線工事現場を視察する議員

3砧庁舎・会館完成模型．

4「なくそう交通公害」というテーマ

で開かれた対話集会．会場を埋めつ

くした住民から発言がひきもきらず，

いまさらながら問題の深刻さをうか
がわせた（7月21日玉川区民会館で）．

の
要
望
、
下
水
道
布
設
の
促
進
、
区
の
将
来

計
画
の
推
進
な
ど
住
民
に
と
っ
て
大
事
な
こ

と
が
、
権
限
と
か
財
源
の
制
約
を
受
け
て
い

る
た
め
実
現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
住
民
に
身

近
な
し
ご
と
は
身
近
な
自
治
体
で
解
決
で
き

る
よ
う
に
す
る
の
が
、
憲
法
の
保
障
す
る
地

方
自
治
制
度
の
た
て
ま
え
で
す
。
こ
う
い
う

制
約
を
な
く
し
区
の
実
情
に
合
っ
た
行
政
が

で
き
る
よ
う
に
「
区
長
公
選
」
　
「
人
事
権
の

確
立
」
　
「
財
政
権
の
確
立
」
を
中
心
に
自
治

権
拡
充
運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
二
、
三
年
前
よ
り
、
急
激
に
変
動
す
る
社

会
情
勢
を
背
景
に
、
自
治
省
は
広
域
行
政
圏
、

東
京
市
構
想
な
ど
を
示
し
て
大
都
市
制
度
の

再
編
成
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
て
委
員
会
は
、
自
治
省
方
針
は
区
の

自
治
権
を
奪
う
も
の
、
住
民
に
身
近
な
政
治

を
奪
う
も
の
と
の
立
場
か
ら
、
他
の
二
十
二

特
別
区
と
協
力
し
て
反
対
運
動
を
展
開
し
て

き
た
の
が
こ
の
一
年
間
の
し
ご
と
で
し
た
。

活
動
の
お
お
ま
か
な
足
ど
り
は
4
4
年
5
月
二

十
三
区
合
同
で
自
治
権
拡
充
大
会
開
催
、
同

10

月
区
民
に
チ
ラ
シ
配
付
、
同
11
月
第
十
四

次
地
方
制
度
調
査
会
発
足
に
合
わ
せ
国
に
対

し
て
区
の
完
全
自
治
体
化
を
要
望
、
4
5
年
4

月
地
方
制
度
調
査
会
委
貝
に
対
し
自
治
省
の

東
京
市
構
想
に
反
対
す
る
た
め
伽
が
ぎ
戦
術

を
実
施
、
同
5
月
専
門
学
者
を
招
き
意
見
を

4
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聞
い
た
、
な
ど
で
す
。

　
］
年
間
の
活
動
を
集
約
す
る
と
、
区
と
し

て
も
社
会
経
済
の
急
激
な
変
動
に
対
応
し
た

特
別
区
の
あ
り
方
を
煮
詰
め
て
理
論
的
整
備
、

幅
広
い
住
民
運
動
を
進
め
る
な
ど
の
課
題
を

解
決
し
な
い
と
、
国
の
積
極
的
姿
勢
に
押
し

切
ら
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
、
余
断
を

許
さ
な
い
情
勢
で
す
。

　
　
　
　
ド

　
　
　
　
圏

　
　
　
　
－

下
水
道
普
及
に
は
区
の
先
行
投
資
を

　
　
　
　
　
　
上
下
水
道
促
進
特
別
委
員
会

　
た
だ
今
区
内
下
水
道
の
普
及
率
○
・
三
パ

ー
セ
ン
ト
。
去
る
4
2
年
5
月
に
こ
の
委
員
会

が
発
足
し
、
下
水
道
促
進
運
動
を
進
め
て
き

た
結
果
が
こ
の
あ
り
さ
ま
で
す
。
昨
年
5
月

か
ら
の
し
ご
と
は
、
何
と
か
打
開
策
を
見
つ

け
る
こ
と
で
し
た
。

　
世
田
谷
区
の
下
水
道
は
大
部
分
が
森
ヵ
崎

系
統
に
は
い
り
、
遅
れ
て
い
る
原
因
は
、
東

京
湾
に
面
す
森
ヵ
崎
終
末
処
理
場
な
ど
下
流

　　区
　　議

区．会
蓋ぱ亦
霧な診
毫レ

　
世
田
谷
、
駒
沢
、
松
沢
、
玉
川
の
四
町

村
が
合
併
し
、
世
田
谷
区
が
誕
生
し
た
の

は
昭
和
7
年
1
0
月
1
日
、
最
初
の
区
会
議

貝
選
挙
は
n
月
2
7
日
に
行
な
わ
れ
た
。

　
定
数
三
十
六
名
に
対
し
て
六
十
八
人
の

候
補
が
立
っ
た
が
、
候
補
者
は
地
域
で
話

合
い
で
決
め
る
の
が
ふ
つ
う
だ
っ
た
。
松

沢
は
町
会
長
を
決
め
る
の
に
も
選
挙
と
い

う
こ
と
で
選
挙
な
れ
し
て
い
た
が
、
玉
川

は
わ
り
あ
い
お
っ
と
り
し
て
い
た
よ
う
で
、

候
補
者
は
他
薦
、
届
出
も
は
た
の
者
が
や

っ
た
と
い
う
。

　
い
ま
の
ポ
ス
タ
ー
に
あ
た
る
も
の
は
幅

二
尺
高
さ
六
尺
の
立
看
板
、
そ
れ
が
二
、

三
十
本
、
演
説
会
も
な
か
っ
た
し
、
車
に

乗
っ
て
連
呼
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
た

だ
、
戸
別
訪
問
は
制
度
と
し
て
は
禁
止
さ

れ
て
い
た
が
、
大
型
の
名
刺
を
つ
く
っ
て

か
な
り
お
お
っ
ぴ
ら
に
や
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
当
選
し
た
時
の
「
万
歳
、
万

歳
」
が
大
へ
ん
で
、
そ
れ
が
こ
た
え
ら
れ

な
く
て
選
挙
運
動
を
や
っ
た
と
言
う
者
も

ノ

　
　
　
　
ー
）

か
ら
工
事
を
進
め
て
い
る
こ
と
、
東
海
道
線

以
東
な
ど
低
湿
地
帯
で
予
想
外
に
工
費
と
時

問
を
費
し
た
、
未
改
修
の
中
小
河
川
が
多
く

工
事
が
進
ま
な
い
、
な
ど
の
諸
点
で
す
。
都

に
問
い
合
わ
せ
た
結
果
は
、
現
在
の
工
事
能

力
で
精
一
ぱ
い
、
昭
和
五
十
三
年
度
で
の
完

全
普
及
も
遅
れ
る
見
込
み
と
い
う
悲
観
的
な

答
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
す
で
に
上
流
の
三
鷹
市
で
は
受
益
者
負
担

で
六
四
％
の
普
及
、
下
流
の
大
田
区
で
は
一

五
％
と
進
め
ら
れ
て
い
く
な
か
で
、
ひ
と
り

世
田
谷
区
だ
け
が
と
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
委
員
会
と
し
て
は
下
水
道
普
及
を
早
め

る
方
法
を
い
ろ
い
ろ
考
え
た
末
、
都
と
協
力

し
て
区
費
を
投
入
す
る
「
先
行
投
資
」
を
す

る
の
が
い
ち
ば
ん
適
当
と
結
論
し
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
幹
線
工
事
は
都
に
ま
か
せ
、
枝
管

を
区
が
先
に
工
事
を
し
、
幹
線
が
で
き
次
第

使
用
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
た
だ
問
題
点
と
し
て
、
区
財
政
に
負
担

が
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
財
源
を
ど
こ
か
ら
ね
ん

出
す
る
か
、
区
技
術
陣
の
態
勢
を
充
実
す
る

必
要
が
あ
る
な
ど
隆
路
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

い
る
。

　
ふ
た
を
あ
け
た
結
果
は
、
最
高
点
が
三

七
］
票
、
三
十
六
位
が
二
三
七
票
の
同
点

が
二
人
並
び
、
結
局
年
の
数
で
当
選
者
を

決
め
る
劇
的
場
面
も
見
ら
れ
た
。
い
ま
に

く
ら
べ
て
楽
な
選
挙
の
よ
う
だ
が
、
実
情

は
さ
に
あ
ら
ず
、
票
は
］
軒
に
一
つ
し
か

な
い
か
ら
そ
の
獲
得
が
な
か
な
か
骨
が
折

れ
、
当
時
の
二
百
票
は
現
在
の
四
千
票
に

匹
敵
す
る
だ
ろ
う
と
当
時
の
区
議
は
言
う
。

ち
な
み
に
当
日
の
有
権
者
数
は
二
万
］
九

四
八
、
投
票
者
数
は
↓
万
五
六
八
三
で
、

投
票
率
は
七
］
％
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
新
区
議
の
顔
ぶ
れ
を
職
業
別
に
見

る
と
、
地
主
・
農
会
役
貝
が
二
十
一
を
占

め
て
圧
倒
的
な
勢
力
を
誇
り
、
事
業
家
・

会
社
役
貝
な
ど
が
そ
れ
に
続
い
て
い
た
。

し
か
し
政
党
色
は
、
政
友
系
十
八
、
民
政

系
（
二
派
）
十
七
、
中
立
一
で
、
政
友
・
民

政
の
勢
力
が
ほ
ぽ
均
衡
し
て
い
た
。
初
代

議
長
に
は
前
世
田
谷
町
長
の
河
野
清
三
氏

（
故
入
）
が
就
任
し
た
が
、
こ
の
人
の
持
論
は

地
方
政
治
に
政
派
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
超
党
派
の
運
営
を
試
み
た
。

が
、
区
政
を
め
ぐ
る
い
ろ
い
ろ
の
問
題
は
、

思
惑
ど
お
り
事
を
運
ば
せ
た
か
ど
う
か
。

　
　
（
質
料
提
供
　
議
貝
待
遇
者
会
区
会
史
編
集
委
）

！

　
今
後
、
区
と
し
て
の
年
次
別
枝
線
計
画
の

樹
立
、
目
黒
区
と
連
携
推
進
運
動
な
ど
、
引

き
続
き
対
策
を
講
じ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

酉

使
い
や
す
い
区
役
所
庁
舎
に
努
力

　
　
　
　
　
　
　
　
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　
世
田
谷
区
役
所
が
不
便
な
点
は
、
利
用
交

通
機
関
が
少
な
い
、
駐
車
場
が
狭
い
、
な
ど

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会
は
、

新
庁
舎
建
設
に
併
行
す
る
区
役
所
周
辺
の
道

路
網
整
備
・
駐
車
場
の
確
保
か
ら
取
り
組
み
、

さ
ら
に
砧
地
区
の
支
所
庁
舎
と
砧
区
民
会
館

建
設
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
区
役
所
周
辺
道
路
の
整
備
に
は
総
額
五
億

八
千
万
円
投
ぜ
ら
れ
、
現
在
七
〇
％
の
進
行

状
態
で
す
。
駐
車
場
は
、
第
二
庁
舎
の
建
設

に
伴
い
付
近
民
家
の
日
照
権
問
題
の
補
償
買

収
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
用
地
買
収
が
で
き

ま
し
た
。新

し
い
委
員
会
構
成

●
常
任
委
員
会

　
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
砧
地
区
の
立
ち
遅
れ

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
遅
れ
解
消
と

今
後
ま
す
ま
す
発
展
す
る
砧
地
区
の
拠
点
づ

く
り
と
い
う
意
味
で
、
区
民
会
館
と
支
所
・

福
祉
事
務
所
・
土
木
出
張
所
な
ど
を
含
む
砧

支
所
庁
舎
会
館
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
4
4
年
6
月
設
計
開
始
、
4
5
年
2
月
設

計
完
了
と
進
め
ら
れ
、
4
6
年
8
月
竣
工
を
め

ど
に
総
工
費
六
億
九
五
〇
〇
万
円
投
ぜ
ら
れ

る
も
の
で
す
。
こ
の
委
員
会
で
は
、
と
く
に

区
民
会
館
に
注
意
し
、
駐
車
場
が
狭
い
し
雰

囲
気
が
殺
風
景
な
ど
の
従
来
の
区
施
設
の
欠

陥
を
念
頭
に
置
き
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
発
展
、
消
費
水
準
の
向
上
に
あ
わ
せ
十
年

先
に
も
通
用
す
る
施
設
づ
く
り
を
心
が
け
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ
り

ま
し
た
が
、
一
億
五
千
万
円
を
か
け
て
も
地

下
駐
車
場
を
設
置
す
る
こ
と
に
踏
み
切
り
、

そ
の
他
結
婚
式
場
や
ロ
ビ
ー
の
拡
充
、
内
装

改
善
に
き
め
細
か
い
配
慮
を
し
ま
し
た
。
新

し
い
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
関
し
議
論
が
集

中
し
た
点
が
、
こ
の
委
貝
会
の
活
動
の
特
徴

と
も
言
え
ま
す
。

文 建 区 総 委

教 マ恥

誤

民
厚
生

務
財
『
政

員
ム
五
名

す教 に土 に区 に項理総 受

る育 関木 関民 属　’部務
事委 す部 す部 し他に部 持

項貝 る　　’ る なの関　’
ム
諏 事建 事厚 い委す税 事
に 項築 項生 事異る務
関 部 部 項会事経 項

山
口
　
昭
（
自
）

足
立
文
夫
（
社
）

内
山
武
次
（
自
）

亀
井
重
光
（
自
）

委
員
長

大松
沢原

鱒
＿
義

河中
西村

佐平
藤山

副
飛

孝知 忠大 正八
久『

貝
明治
（　　　（

朗一
〔　　　（

＝　　士

π只
男郎
（　　（

長

公自 自自 杜自 社自
）　　　） ）　　） ）　　　）

丸大岩 武細石 鈴竹星井 本神横佐石
山千城
孝代庄
去美廉

井川井
留宗樋
類森

木田　　上
新　　照痛
爺葉迷廊

争宮山藤塚
ン寿
至夫浩順玄
　（　　　（　　（　　　（

委

民自百
）　　）　　）

公自百
）　　）　　　）

罠杜自百
）　　　）　　　）　　　）

蕪公自自自
　）　　）　　）　　）
）

中森大 山谷小 戸山奈 川相須門
崎口山 田沢良 村沢田井田田高

史キ定
興ミ奢

治善菊 重修友 正　　守一
茂志男 智白雄 治要正郎
（　　（　　　（ （　　　（　　　（ 〔　　（　　（　　　（

共杜百 共社自 公自自 共社自自
）　　 ）　　）　　） V　　）　　） ）　　）　　）　　）

岩梶 高園小 門志藤 長追矢笠
根山
志正
i章＿
子只

木田山
正　　雄

忠集央
（　　（　　（

田茂勘
昌京ナ
子予ツ
＿＿子

谷田藤原
”1奉弘吉
廉唾芸轟 員

在自
　））

民社自
）　　　）　　）

共社百
）　　　）

　　）
罠公自百
　）　　　））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●
特
別
委
員
会

庁 促上 調特 害　交 委

舎
建
設

　下
　水
進道

　別
　区
査制

対孕
策　公

貝
A
五
名

建砧 促2に1 拡特活区 策て機に1受

設支 進下つ上 充別を長 に3関つ交
に所 に水い水 に区主公 つ交対い通 持

つ庁 つ道て道 つの軸選 い通策て安
い舎 いの　　の い自と制 て公に2全事

て会 て布　配 て治すの 害つ交対
館 設　水 潅る復 対い通策 項

神
宮
寿

奈
良
友

志
茂
4
r
牙

谷
口
善

戒
亥
貝夫

（
公
）

雄
（
自
）

子
（
社
）

志
（
社
）

長

園矢 戸井 山岩 鈴小
田藤
　弘
築三

田上
重嘉
曇ロ　ー

崎城
冶庄
塵廉

織蘇異 副
委
員

（　　　（ 只郎 長
杜自 公百 共百 罠自
）　　） ）　　　） ）　　　） ）　　　）

迫須梶 丸竹平石 岩山内 武山笠荒
田田山 山田山井 根口山
参守正
雄正二
（　　　（　　　（

孝　　八健
圭翼些爺

志　　武
寧照婆

井沢原木
留修吉義
塗真爺：

委

公自自
）　　）　　）

民社自百
）　　）　　）

　　　）
在自自
　）　　））

公自百自
）　　　）　　　　　　　　）

　　）
川松亀 佐藤小 大横門 中相佐石
村原井 藤局勘 沢山井 田沢藤塚
正知重 正ナ光 孝　　一 史

治治光 畏学爾 明浩郎 郎要順玄
〔　　　（　　　（ （　　　（　　　（ （　　　（　　　（　　　（

共自自 杜百百 公自自 共社自自
）　　　）　　） ）　　）　　） ）　　）　　　）　　）

高森小 門星中 艮足細 本河大大
木田山 田　　村 谷立川
正キ雄
南　ミ央
雲＿〔

昌照大
子次吉
（　　（　　（

川文宗
露云擾

多西千高
シ忠代定
套柔砦 員

民社自
）　　　）　　）

共自自
）　　　）　　　）

罠社自
　）　　　））

蕪社自百
　）　　〉｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿
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8月1日世田谷区議会だより

　
5
月
2
3
日
の
第
二
回
臨
時
会
と
6
月
2
9
日

の
第
二
回
定
例
会
で
、
各
委
員
会
の
審
査
を

終
わ
っ
た
請
願
・
陳
情
一
一
十
四
件
が
、
つ
ぎ

の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
二
の
ほ
か
審

査
の
終
わ
っ
て
い
な
い
も
の
、
あ
ら
た
に
付

託
し
た
も
の
あ
わ
せ
て
五
十
一
二
件
は
議
会
閉

会
中
に
審
議
さ
れ
ま
す
。

第
二
回
臨
時
会
議
決
分

魯
総
務
財
政
奮
会

◇
都
営
松
原
分
場
移
転
促
進
に
関
す
る
請
願

r
意
見
付
採
択
ー

（
意
見
）
立
地
条
件
と
将
来
の
流
通
機
構
を

十
分
考
究
し
善
処
し
た
い
。

蘇
　
厚
書
会

◇
区
内
結
核
長
期
療
養
者
の
文
化
助
成
金
補

助
に
関
す
る
請
願
ー
意
見
付
採
択
ー

（
意
見
）
将
来
に
お
い
て
検
討
し
、
願
意
に

沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
零
歳
保
育
に
関
す
る
請
願

ー
意
見
付
採
択
ー

（
意
見
）
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

翻
　
萎
貝
会

◇
道
路
舗
装
に
関
す
る
請
願
（
宮
坂
二
丁
目

二
四
番
先
区
道
）
1
採
択
ー

◇
道
路
舗
装
と
整
備
に
関
す
る
請
願
（
宮
坂

三
丁
目
二
六
番
地
内
道
路
）
1
採
択
ー

1解侵ξ

、、、u“　　￥、亀1々ヂ

”
　
区
議
会
だ
よ
り
ま
た
は
区
政
全
般
に

冒
対
す
る
ご
意
見
、
こ
要
望
を
お
寄
せ
く

“
だ
さ
い
・

　
あ
て
先

世
田
谷
区
世
田
谷
四
丁
目
二
一
ー
二
七

〒
一
五
四
　
世
田
谷
区
議
会
事
務
局

的
は
ず
れ
な
歩
道
橋
設
置
場
所

　
横
断
歩
道
橋
は
、
多
く
の
人
に
利
用
さ

れ
て
こ
そ
価
値
が
わ
い
て
く
る
も
の
と
思

う
が
、
無
計
画
に
設
置
し
た
た
め
に
、
秋

草
の
中
の
枯
木
の
ご
と
く
も
の
淋
し
く
立

っ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
見
受
け
ら
れ

る
。　

設
置
し
た
い
場
所
が
拒
否
さ
れ
た
り
、

◇
側
溝
の
排
水
改
修
と
下
水
溝
に
蓋
掛
す
る

請
願
（
宮
坂
二
丁
目
一
番
、
一
〇
番
、
］
一

番
、
一
二
番
先
）
1
採
択
1

◇
道
路
整
備
に
関
す
る
請
願
（
西
経
堂
団
地

周
辺
）
ー
意
見
付
採
択
1

（
意
見
）
交
通
規
制
、
歩
道
等
の
措
置
を
検

討
し
交
通
安
全
に
万
全
を
期
せ
ら
れ
た
い
。

周
辺
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
関
係
住
民
の
意

向
を
十
分
に
配
慮
し
施
行
さ
れ
た
い
。

◇
区
立
東
大
原
小
学
校
通
学
路
の
側
溝
整
備

に
関
す
る
請
願
ー
採
択
－

◇
道
路
拡
張
に
関
す
る
陳
情
（
給
田
町
五
八

番
地
先
）
1
意
見
付
採
択
ー

（
意
見
）
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
㊧
文
教
奮
会

◇
区
立
幼
稚
園
の
採
用
時
期
変
更
に
関
す
る

請
願
－
不
採
択
ー

（
理
由
）
現
状
で
は
、
採
用
時
期
を
入
園
の

一
年
前
に
変
更
す
る
こ
と
は
辞
退
者
の
続
出
、

再
募
集
す
る
こ
と
に
よ
る
混
乱
等
に
よ
り
願

意
に
沿
い
が
た
い
。
た
だ
し
、
区
立
幼
稚
園

の
定
員
増
等
に
よ
り
努
力
し
た
い
。

◇
区
立
用
賀
中
学
校
プ
レ
ハ
ブ
教
室
（
六
教

室
）
の
設
置
な
ら
び
に
第
二
理
科
室
整
備
に

関
す
る
請
願
ー
取
下
承
認
ー

◇
区
立
中
丸
小
学
校
の
校
舎
増
改
築
に
関
す

る
請
願
ー
採
択
ー

◇
区
立
山
崎
小
学
校
校
舎
改
築
促
進
に
関
す

る
請
願
－
採
択
1

◇
区
立
北
沢
中
学
校
校
舎
改
築
促
進
に
関
す

る
請
願
r
採
択
ー

◇
区
立
瀬
田
中
学
校
校
舎
一
部
改
築
に
関
す

る
請
願
ー
意
見
付
採
択
r

（
意
見
）
都
の
校
舎
改
築
計
画
は
昭
和
二
十

四
年
以
前
建
築
分
を
対
象
に
し
て
改
築
す
る

計
画
で
あ
る
が
、
都
区
の
計
画
を
さ
ら
に
短

縮
す
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
区
立
多
聞
小
学
校
校
舎
改
築
促
進
に
関
す

る
請
願
－
採
択
1

◇
区
立
八
幡
中
学
校
校
舎
改
築
に
関
す
る
講

願
－
採
択
1

◇
区
立
中
丸
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
水
温
を
高

め
る
施
設
工
事
に
関
す
る
請
願
－
採
択
1

◇
自
閉
症
児
の
た
め
の
学
級
設
置
に
関
す
る

請
願
ー
採
択
ー

　
　
　
◎
交
通
対
策
奮
会

◇
砧
南
小
学
校
通
学
路
交
通
安
全
施
設
設
置

に
関
す
る
陳
情
－
採
択
ー

◇
信
号
機
設
置
に
関
す
る
陳
情
（
代
沢
五
丁

目
・
二
丁
目
先
交
差
点
）
1
意
見
付
採
択
1

（
意
見
）
管
内
全
体
的
な
計
画
と
に
ら
み
合

わ
せ
て
趣
旨
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
区
立
桜
丘
小
通
学
路
の
安
全
確
保
に
関
す

る
陳
情
－
一
部
採
択
二
部
意
見
付
採
択
ー

（
意
見
）
現
時
点
に
お
い
て
歩
道
橋
設
置
は

困
難
で
あ
る
の
で
、
他
の
方
法
に
お
い
て
交

通
安
全
に
万
全
を
期
せ
ら
れ
た
い
。

◇
小
田
急
線
環
状
八
号
道
路
交
差
点
北
側
道

路
（
通
学
指
定
路
）
に
歩
道
橋
新
設
促
進
に

関
す
る
陳
情
－
採
択
ー

第
二
回
定
例
会
議
決
分

　
　
9
　
文
教
奮
会

◇
区
立
城
山
小
学
校
校
舎
（
特
別
教
室
）
増

築
に
つ
い
て
の
請
願
－
取
下
承
認
1

意
見
書
・
專
望
書

　
都
営
松
原
分
場
に
関
す
る
要
望
書

（
要
旨
）
　
松
原
分
場
の
拡
張
は
、
周
辺
住
宅

に
お
よ
ぽ
す
騒
音
、
学
童
通
学
路
安
全
対
策
、

甲
州
街
道
の
交
通
渋
滞
な
ど
派
生
す
る
問
題

が
大
き
い
。
長
期
的
展
望
の
う
え
に
立
っ
た

移
設
を
計
画
し
て
ほ
し
い
。

　
5
月
2
2
日
　
都
知
事
あ
て

　
日
雇
労
働
者
健
康
保
険
擬
制
適
用
の
廃
止

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
こ
う
な
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
や
は
り
的
は
ず
れ

な
場
所
に
あ
る
の
は
無
意
味
だ
。
環
七
で

例
を
あ
げ
れ
ば
、
若
林
駅
前
歩
道
橋
は
す

ぐ
そ
ば
の
玉
電
信
号
で
横
断
が
容
易
だ
し
、

世
田
谷
代
田
駅
付
近
の
そ
れ
も
せ
っ
か
く

の
モ
ダ
ン
な
も
の
が
さ
っ
ぱ
り
利
用
者
が

な
い
。

　
そ
こ
で
提
案
だ
が
、
利
用
者
が
少
な
い

と
見
通
し
た
歩
道
橋
は
、
も
っ
と
必
要
な

場
所
に
移
設
し
て
は
ど
う
か
。
そ
う
す
れ

ば
歩
道
橋
の
存
在
価
値
を
高
め
る
こ
と
に

な
る
し
、
費
用
の
節
約
に
も
な
ろ
う
。

　
若
林
四
丁
目
九
ー
十
三
　
熊
谷
　
陸

（
係
か
ら
r
投
書
原
文
を
要
約
い
た
し
ま

　
し
た
）で

　
に
関
す
る
要
望
書

（
要
旨
）
　
政
府
は
、
建
設
労
働
者
に
対
す
る

旦
雇
労
働
者
健
保
の
擬
制
適
用
を
廃
止
す
る

意
向
で
あ
る
。
建
設
労
働
者
に
と
っ
て
は
唯

一
の
医
療
保
障
で
あ
る
こ
の
制
度
を
や
め
る

こ
と
は
杜
会
的
影
響
が
大
き
い
の
で
、
社
会

保
険
審
議
会
の
答
申
を
尊
重
し
、
善
処
し
て

ほ
し
い
。

　
5
月
3
0
日
　
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
大
臣

　
あ
て

　
特
別
区
自
治
権
拡
充
に
関
す
る
要
望
書

（
要
旨
）
　
現
在
、
第
十
四
次
地
方
制
度
調
査

会
で
は
特
別
区
を
含
む
大
都
市
制
度
の
あ
り

方
が
審
議
さ
れ
て
い
る
が
、
自
治
省
の
意
向

を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

首
都
東
京
に
つ
い
て
は
、
現
状
維
持
案
、
府

県
合
併
案
、
道
州
制
案
な
ど
が
出
さ
れ
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
住
民
の
要
望
に
ほ
ど
遠
い
。

住
民
福
祉
増
進
の
た
め
に
、
特
別
区
自
治
権

の
拡
充
を
何
と
か
考
え
て
ほ
し
い
。

　
6
月
2
5
日
　
内
閣
総
理
大
臣
、
自
治
大
臣
、

　
第
十
四
次
地
方
制
度
調
査
会
委
員
あ
て

世田谷区議会史資料編
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剛沿羅奏　
　
0
世
田
谷
区
議
会
史
は
、
世
田
谷
の
戦
後
史
を
、
議
会
・
行
政
・
住
民
の
結
び
つ
き
か
ら
と
ら
え
よ
う
と
試

　
　
　
み
た
も
の
で
す
。

　
　
○
執
筆
陣
に
は
地
方
行
政
に
精
通
し
た
気
鋭
の
学
者
五
人
を
動
員
し
、
豊
富
な
資
料
を
駆
使
し
て
の
記
述
に

　
　
　
努
め
ま
し
た
。

　
　
0
世
田
谷
の
今
日
を
知
り
、
ま
た
明
日
を
語
る
た
め
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
書
で
す
し
、
地
方
行
政

　
　
　
・
現
代
史
研
究
に
と
っ
て
も
好
個
の
資
料
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
O
各
巻
と
も
ハ
イ
ク
ラ
ス
な
装
頂
で
、
し
か
も
価
格
は
印
刷
実
費
で
す
か
ら
、
市
価
よ
り
大
幅
に
安
い
値
段

　
　
　
で
す
。

　
　
世
田
谷
区
議
会
史

　
　
A
5
・
予
定
頁
［
三
〇
〇
頁
・
付
、
総
索
引
〈
別
巻
〉
・
予
価
一
、
八
O
O
円
（
送
料
別
）
4
6
年
3
月
刊
行
予
定

　
　
■
構
成
・
内
容
　
総
論
、
前
史
、
第
］
期
（
昭
2
2
1
2
5
年
度
）
、
第
二
期
（
昭
2
6

　
　
1
2
9
年
度
）
、
第
三
期
（
昭
3
0
－
34
年
度
）
、
第
四
期
（
昭
3
5
－
3
7
年
度
）
、
第
五
期

（
昭
3
8
1
42
年
度
）

各
期
に
わ
た
っ
て
、
区
政
を
と
り
ま
く
一
般
情
勢
、
区
内
に
起
こ
っ
た
政
治
・

行
政
・
社
会
経
済
上
の
諸
間
題
、
事
件
、
議
会
運
営
の
問
題
、
推
移
を
詳
述
。

■
執
筆
者
　
成
瞑
大
教
授
佐
藤
竺
’
鴬
・
語
凹
、
法
政
大
教
授
阿
利
莫
二
筋
史
・
第
聖
，

國
學
院
大
教
授
高
木
鉦
作
屍
．
．
期
）
、
工
学
院
大
助
教
授
大
田
さ
と
し
徳
、
期
〕
・

都
立
大
教
授
加
藤
芳
太
郎
竜
紬
）
、

世
田
谷
区
議
会
史
資
料
編

A
5
・
一
〇
一
＝
一
頁
・
予
価
一
、
二
〇
〇
円
（
送
料
別
）
4
5
年
目
月
刊
行
予
定

■
構
成
・
内
容
　
第
一
編
区
議
会
関
係
資
料
H
議
決
事
項
、
意
見
書
決
議
、
㎜

般
質
問
項
目
、
選
挙
な
ど
区
議
会
活
動
・
運
営
に
関
す
る
資
料
を
網
羅
。
第
二

編
王
要
間
題
資
料
ー
議
事
運
賞
自
治
権
拡
充
運
動
、
区
長
選
任
問
題
、
学
校

建
築
監
査
問
題
、
新
玉
川
線
問
題
な
ど
議
会
活
動
の
中
で
遭
遇
し
た
重
要
な
問

題
に
つ
い
て
、
原
資
料
を
豊
富
に
配
列
。
第
三
編
諸
統
計
・
付
図
目
区
議
会
活

勲
区
行
政
運
堂
『
住
民
生
活
を
示
す
資
料
を
あ
た
う
限
り
蒐
集
し
、
数
表
・

図
版
に
編
集
。

世
田
谷
区
議
会
史
年
　
表

A
5
・
一
一
九
六
頁
・
予
価
五
〇
〇
円
（
送
料
別
）
4
5
年
日
月
刊
行
予
定

■
採
録
期
間
　
昭
和
二
十
年
八
月
～
四
十
四
年
七
月
の
二
十
五
年
間
。

■
区
分
・
体
裁
区
内
・
都
内
・
国
内
の
三
欄
に
区
分
、
八
ポ
活
字
縦
三
段
組

み
、
日
付
は
ア
ラ
ビ
ヤ
数
字
で
検
索
し
や
す
い
よ
う
編
集
。

■
特
徴
　
区
内
事
項
を
詳
述
し
た
ほ
か
、
地
方
行
政
制
度
、
地
方
自
治
事
項
、

都
政
の
採
録
に
留
意
。
そ
の
他
、
住
民
生
活
、
世
相
、
政
治
・
経
済
・
社
会
・

文
化
上
の
主
要
な
動
き
を
で
き
る
か
ぎ
り
採
録
。

○
各
巻
分
売
も
い
た
し
ま
す
。
内
容
見
本
、
申
込
用
紙
は

裏
面
掲
載
。

東
京
都
世
田
谷
区
世
田
谷
四
丁
目
二
一
t
二
七

　
　
世
田
谷
区
議
会
事
務
局
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．．一音β（予価1冊1、800円）
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音5（予価1冊500円）

上記のとお1）予約申込みします。なお配本の際は
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　（どちらか○をつけてください）

住 所

郵便番号

氏 名

電話（ ）

一七機関・法人の場合はその旨明記し、あて先はなるべく洋しく、iトいてください

東京都世田谷区世田谷四丁目2！番27号

世田谷区議会事務局

事務局長 大場啓＿殿

き

り

と

り

線

危
終
遡
掬
愛
鷹
躍

紛
舞
羅
編
窩
癬
奏
纏
ぜ

ぽ
舞
㌧
欝
糞
興
篠
霧

　
　
　
　
　
　
　
－
し
乍
駄
比
熊
拳
才
。
イ
疹
ガ
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壌
木
処
婁
プ
ー
為
　
　
　
　
肇
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
．
、
を
み
町
存
が
窪
ノ

／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴻
し
で
処

　終　 古迭　η
6聾　趨の　　〃1

　
　
　
　
ぞ

蕎
ぐ
・
－
警
、
肪

襟
織
簿
心
蜴
㌘

糟
5
詑
。
〆
薯
分
、
穿
瑠
．

2
透
”
奨
誇
ミ
ζ
㌧
竣
、
d
．
”
ご
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
κ
二
跡
4
、
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
力
穿
扉
孟
ヴ

　
　
　
　
　
卿
、
、
～
ミ
憂

　
　
　
　
　
趣

　
　
　
　
　
　
　
　
内

、
～
ぞ
　
　
　
　
勾
夢
焉
的

翼
糞
ぞ
f
　

ミ
、
八
厚
薦
轄
妥
差

銘
辮
糞
脅
．
．
・
ザ
多

内
容
見
本
皐
表
賛
料
編
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5　区政をよくする会1区民の皆様へ！（昭28，74）

　私達の住む世田谷の区政は、あくまでも明るく然も議実でなければならないと言う事は

区民の皆様も刎司1丈にお感じになる事と思います。

　今回たまたま学校建｝ミにからんで或る種の疑惑が世間の、庸題となり、私達区民はまこと

に暗い感を受けて居るのでありますo

　此の暗い気持を一掃しそのr〔桐を究明して一般に公開する事が必要であると考えまして

私達は区政をよくするために必要な問題を壇党派的にとりあげて活動する事を申し合せ、

去る6月29日r区政をよくする会』を結成致しました。

　就てはこの会の最初の仕事として昭和26、7年度学陵建築に関する「監査請求の霜名」

を開治することになりましたから是非区民の皆様の節協力を御願い致します。

6　自由党世田谷区議団：声明書（昭28．7．4）

　去る6月12日に開会された1！影田谷区議会に於て野党速合から昭和27年度学1交建笑監査清

求の動濃が出されたが我々は区政全般の謄立はもとより重要であり、忽にすべきでないが

一応「了i序として缶種所宵委員会の視察検査を径て然る後に監査すべきであるとの理由によ

り撮決の結果否決した。従って我々は濃員たるの職責を完うせんが為に過般文敦愛員会は

都建設局工’lr祁学校建設こ覧、黒長代理飯塚技士外3名を同行只さに明正・赤堤・北烏山の3

小学授の辻笑状況を視察したがその結果は都の専門職員の意見によればr他区の学佼建築

と比較して工㌔ドの出来栄えは諜通であり別に不正の点はニコめられない」との事であった。
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